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 ２学年は、５月２７日（水）・２８日（木）の１泊２日で「普段と異なる生活環境で世界遺産等の岩手の

文化や歴史に触れることを通じ、今後の学習を発展させる。」「進路、キャリア教育の一環として職場見学

を行い、自分の進路や岩手の産業を考える機会とする。」等をねらいとし、学習目標に「未来に向けてたく

さん学び、楽しい学習旅行にしよう！」と設定して学習旅行を実施してきました。 

 

【主な学習活動】 

＜５月２７日（火）＞              ＜５月２８日（水）＞ 

株式会社キオクシア見学 

昼食（展勝地レストハウス） 

及源鋳造株式会社見学 

県南青少年の家（研修のまとめ、立志の集い） 

中尊寺班別フィールドワーク 

[主な見学地] 

無量光院跡、平泉世界遺産ガイダンスセンター 

毛越寺、柳の御所遺跡、観自在王院跡、金鶏山 

平泉文化遺産センター 

 

【キオクシア岩手株式会社】 

 

 

【及源鋳造株式会社】 

 

 

 

【立志の集い】 

・立志の集いでいろいろな人の決意を知ることができました。瑤葵さんの「向」という字がとてもいい

と思いました。自分の決意に向けてがんばりたいです。（筑後瑞葵さん） 

・僕は立志の集いで「集」という字にしました。理由はスポーツで集中したいからです。みんなも字に

いろんな思いが込められていたので良かったです。親の手紙は思いが込められていて、感動しました。

（久保田 蓮さん） 

 キオクシアはフラッシュメモリーという機械の生産量が世界で

２位か３位だそうです。キオクシアは主に、スマホやゲームなど

に入っている部品を作っているそうです。作業員は２３２３人い

て、全員が岩手の方ではなく、三重県の方から５００人ほど派遣

されてきているそうです。だいたい１３部門に分かれていて、２

０１７年に設立されたそうです。食堂はメニューも多く、ファミ

マやカフェもあり、とても清潔感があって、落ち着く場所でした。

光熱費は月に２桁億円かかっているそうです。（斎藤 絵さん） 

 及源さんを見学してみて、及源さんでは南部鉄器や他にもいろ

いろなものをつくっていました。その中の工程では、１砂練り ２

造型 ３注湯 ４砂落とし ５表面加工 ６バク取り ７釜焼き 

などいろいろなことをしてできてているのが分かりました。他に

も職人の人は､８０工程などを一人でやっていてすごいと思った

し、あの暑い中で仕事を出来ていることがすごいと思いました。

その仕事を見てみて、いろんな人の手間がかかっていることが分

かりました。これからは。南部鉄器を身近に感じながら生活して

いきたいです。（佐々木快斗さん） 



 

【中尊寺について】 

 金色堂などに行く前に長い上り坂があり大変だったけど、金色堂は上ってきて良かったと思うほどす

ばらしく感じました。黄金色に美しく輝いており、中尊寺ならではの魅力がたくさんあったと思いまし

た。小学校のときに中尊寺に行ったけれど、そのときと変わらない「中尊寺の美しさ」を保てているの

がすごいと思いました。（髙橋香那さん） 

 

【毛越寺について】 

毛越寺では自然に囲まれたお堂を楽しむことができました。池を中心とする浄土庭園がほぼ完全な状

態で保存されており、国の特別史跡の指定を受けています。池のほぼ中央には勾玉状の中島が配され、

池の周辺などには玉石が敷かれていて、すみずみまで浄土世界を表したい気持ちが伝わってきました。

（山形美結さん） 

 

【見学した史跡について】 

 私たちの班は、無量光院跡というところを見に行きました。奥の方まできれいな自然が広がっていま

した。そこは、宇治平等院の鳳凰堂を模して建立した寺院跡ということが分かりました。そこにあった

水が透明できれいでした。でも、まだ詳しく知れていないので、いつか詳しく知りたいなと思いました。

（藤井俐流羽さん） 

 

【見学した博物館について】 

 平泉文化センターに行ってきました。展示物の中には、昔のトイレットペーパーのように使われてい

た木の板など、貴重な出土遺物を多数展示していてとても見ていておもしろかったです。昔の人たちが

どんなことをしていたかを想像したりしておもしろかったです。（阿部銀春） 

 

【お食事について】 

平泉自主研修ではハプニングがあり、どこも定休日、臨時休業があってなかなか食べることができま

せんでした。ですが、先生が言っていたとおり、社会でもこのように店が閉まっていたり、休みだった

りなどというのがあるので、いい経験になったと思います。でも最後には、毛越寺で食事をとることが

できました。（髙橋慶多さん） 

 


